

























































































































海　域 発　　生　　源 昭和54年度 昭和56年度 昭和59年度
生　　　　　活 59 59 59??
産　　　　　業 28 28 27
尽 そ　　の　　他 13 13 14?
合　　　　　計 100 100 100
伊 生　　　　　活 42 42 42
勢 産　　　　　業 48 48 49
湾 そ　　の　　他 10 10 ．9
合　　　　　計 100 100 ユ00
生　　　　　活 41 41 40?
産　　　　　業 51 51 52?
そ　　の　　他 8 8 8












































































































































































































































































































































教育学部 理　学　部 薬　学　部 工　学　部 農　学　部 教　養　部 食堂排水 排水基準
水素イオン濃度（pH） 7．3 7．5 7．3 7．5 7．2 7．7 7．6 5．8以上8．6以下
生物化学的酸素要求量（BOD） 42㎎／4 17 38 34 49 41 9．4 160以下
化学的酸素要求量（COD） 33㎎／4 9．0 15 7．／ 27 29 26 160以下
浮遊物質量（SS） 13㎎／4 2 1 1以下 1以下 45 16 200以下
ヘキサン抽出物質量 1．0㎎／6 0．7 不検出 不検出 0．7 7．7 不検出 30以下
カドミウム及びその化合物（Cd） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 α1以下
シアン化合物（CN） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 1以下
鉛及びその化合物（Pb） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0．30競不検出 1以．h
六二クロム化合物（C墾v1） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 α5以下
ひ素及びその化合物（As） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 α5以下
水銀及びアルキル水銀
ｻの他水銀化合物　（Hg） 不検出 不検出 不検出 不検出 ODO25触9／4不検出 不検出 0．005以下






































































































2一プロパノール　　CH3CH（OH）CH32．40 0，064 3 640
2一ブタノール　　　CH3日目（OH）CH2CH32．59 0．24 9 2400
グリセリン　　　　　HOCH2CH（OH）CH20H1． 2 0．63 52 6300
酢酸エチル　　　　CH3COOC2H5 1．82 0，075 4 750
酢酸イソブチル　　CH3COOCH2CH（CH3）22．21 0，048 2 480
ベンゼン　　　　　　C6H6 3．08 0 0 一
トルエン　　　　　　　C6H5CH3 3．13 ＜1．0 く1 一
フェノール　　　　　C6H50H 2．38 173～1．4963～73約16QQG
アニ・リン　　　　　　　C6H5NH2 2．41 2．07～2β086～108約23000
安息香酸　　　　　C6H5　COOH 1．97 0，085 4 850
クレゾール（混合）C6H4（CH3）OH 2．52 L28 51 12800
グルコース　　　　　C6H1206 1．07 0．63 59 6300
サッカロース　　　　C12H22011 1．12 0．83 75 8300
ラクトース　　　　　　C12H22011・H201．07 0．75 70 7500
可溶性でんぶん　　　（C6HloO5）κ 1，185 0．72 61 7200
ばれいしょでんぷん（C6HloO5）κ 1，185 一　　 一 一
セルロース　　　　　　（C6HloO5）κ 1，185 0 0 一
グリシン　　　　　　NH2CH2COOH 0，639 0．02 3 200
グルタミン酸　　HOOCCH2CH2CH（NH2）COOH0，980 0．06 6 600
アラニン　　　　　CH3CH（NH2）COOH1．08 0，007 く1 70
メチオニン　　　　CH3SCH2CH2CH（NH2）COO日1．29 0，045 4 450
バりン　　　　　　（CH3）2CHCH（NH2）・COOH1．64 一 一 一
アスパラギン酸　HOOC　CH2CH（NH2）COOH0，722 一 一 一
一24一
4－3　岡山大学における排水対策の可能性
　津島キャンパスは広大でしかも平坦である。終戦後の軍施設を転用して成長した岡山大学の排水
対策は予想以一ヒに難しいかもしれない。総量規制に当たっての，現在の主要11排水口に関する岡
山県環境部の見解によると，日平均排水量100〃♂以上の6排水口についてはCOD濃度と水量につ
いて自動計測装置を設置，他の5排水口については，公定分析法によるCOD濃度測定を法律の定
めにしたがって実施しなければならないだろうと聞いている。こうなると，排水口の整理統合は総
量規制に直面した現在，避けて通ることはできない1つの関門ではなかろうか。
　排水口の整備統合が行われる場合には，排水系統の整理も同時に考慮すべきであろう。これにつ
いては，総量規制に当たって総量確認のための工程排水（総量規制の対象となる排水。他の雨水，
冷却水などは総量規制の対象外）について説明した図4を念頭において立案することが必要となろ
う。
　なお，CODに限らずリン・窒素などについても近い将来総量規制の方向にあることは，岡山
大学における今後の排水対策を検討するうえで，注目に値する。このような行政動向には常に注
視していなければならない。
　一また，本学排水を将来津島地区にも整備が予定されている公共下水道へ排出する場合を想定し
ても，下水道法を念頭に置いた排水口整備・排水監視等の対策が必要であることはいうまでもな
い。
5．　お　わ　り　に
　CODに係る水質総量規制が好むと好まざるとにかかわらず来年7月1日を期して実施される。岡山
大学環境管理施設はもとよりこのような全学的な大問題に取組む施設ではなく，もちろん，本施設
報もその任ではない。しかし自然科学系各講座において教育・研究・医療活動等において排出される
実験廃液の管理及び処理を通じて本施設と何らかの関わりを持つ技術指導員の方々に対しては，「排
出された実験廃液は排出者自身の責任において処理する」という公害防止・環境保全の基本的立場
を再認識していただきたいと願うしだいである。
　最後に研究実験上，一般的に使用が避けられない有機化合物の水溶液が流しに廃棄された場合の
COD値に対する寄与率に関した一覧表（表5）を掲げ，読者に一考を望むものである。
　なお，．本解説の執筆に当たっては，”　MOL’昭和54年7月号の特集「水質総量規制と対応技術の重
要ポイント」を参考にさせていただき，一部引用〔転載許可済〕させていただきましたことを，紙
面を借りましてお礼申しあげます。
一　25　一一
